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１
．
は
じ
め
に

高
松
市
に
お
け
る
都
市
交
通
の
特
徴
と
課
題

は
、
６
：
３
：
１
と
い
う
比
率
で
説
明
さ
れ
る
。

こ
の
数
字
は
、
徒
歩
を
除
く
代
表
的
な
交
通
手

段
の
利
用
割
合
の
目
安
を
示
し
て
お
り
、
人
々

の
１
日
の
移
動
に
お
い
て
マ
イ
カ
ー
が
概
ね
６

割
、
自
転
車
が
３
割
、
公
共
交
通
が
１
割
を
占

め
て
い
る
。
地
方
都
市
に
共
通
す
る
マ
イ
カ
ー

依
存
の
高
さ
に
加
え
、
自
転
車
の
利
用
割
合
が

高
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
平
坦
な
市

街
地
、
温
暖
少
雨
の
気
候
、
整
備
さ
れ
た
道
路

網
に
加
え
、
日
本
一
の
総
延
長
距
離
を
誇
る
商

店
街
な
ど
の
条
件
が
自
転
車
の
利
用
を
促
し
、

短
中
距
離
の
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
の
移
動
の

足
と
な
っ
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
高
松
市
に

お
い
て
は
、
マ
イ
カ
ー
だ
け
で
は
な
く
自
転
車

ま
で
も
が
地
域
公
共
交
通
の
需
要
を
奪
い
、
存

続
を
脅
か
し
て
い
る
。

上
記
の
都
市
交
通
上
の
課
題
に
加
え
、
高
松

市
お
よ
び
香
川
県
は
、
都
市
計
画
と
交
通
計
画

の
不
整
合
と
い
う
課
題
を
抱
え
る
。
具
体
的
に

は
、
２
０
０
４
年
の
全
県
レ
ベ
ル
で
の
都
市
計

画
の
規
制
緩
和
「
線
引
き
廃
止
」
に
よ
り
開
発

の
自
由
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
都
市
的
土
地

利
用
の
面
積
が
約
２
倍
に
拡
大
す
る
と
い
う
事

態
を
招
い
た
。
規
制
緩
和
後
の
新
規
開
発
は
公

共
交
通
網
の
未
整
備
な
旧
市
街
化
調
整
区
域
に

集
中
し
た
た
め
、
従
前
よ
り
も
さ
ら
に
マ
イ

カ
ー
依
存
度
の
高
い
都
市
構
造
を
生
み
出
す
こ

と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
苦
境
の
中
で
、
産
官

学
民
が
一
体
と
な
っ
て
将
来
を
見
据
え
た
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
進
め
て

き
た
高
松
市
の
取
り
組
み
を
、
都

市
・
交
通
の
統
合
戦
略
の
観
点
か
ら

ま
と
め
る
。 

２
．
田
園
都
市
の
幻
想
が
招
い
た

　
　

都
市
計
画
の
混
乱

高
松
市
は
全
国
に
先
駆
け
「
多
核

連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ

構
想
」
を
掲
げ
、
市
民
の
足
と
し
て

の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構

築
を
進
め
る
官
民
連
携
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
先
進
地
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
主
因

は
、
田
園
都
市
構
想
が
も
た
ら
し
た

半
世
紀
に
及
ぶ
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
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り
の
混
乱
で
あ
る
。

高
松
市
を
県
都
と
す
る
香
川
県
に
お
い
て

は
、
１
９
５
６
年
に
当
時
の
金
子
正
則
知
事
に

よ
っ
て
、
地
域
づ
く
り
の
目
標
と
し
て
「
田
園

都
市
構
想
」
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
の
後
今
日
に
至

る
ま
で
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想
の
柱
と
さ
れ

て
き
た
。
田
園
都
市
構
想
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

Ｅ
・
ハ
ワ
ー
ド
が
提
唱
し
た
都
市
の
持
続
的
発

展
を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
像

「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
」
を
輸
入
し
、
わ
が
国
独
自

の
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
の
考
え
方
は
１
９
０
７
年
に
内
務
省
地
方

局
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
が
、
都
市
経
営
を
重

視
し
た
ハ
ワ
ー
ド
の
構
想
と
は
異
な
り
、
農
業

側
の
視
点
を
重
視
し
た
農
村
再
生
お
よ
び
地
域

振
興
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
独
自
の
解

釈
が
生
ん
だ
、
幻
想
の
田
園
都
市
像
は
、
ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
本
来
の
コ
ン
パ
ク
ト
さ
を
無
視
し
、

都
市
と
も
農
村
と
も
言
い
難
い
半
市
街
地
的
な

空
間
の
形
成
と
拡
大
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。高

度
成
長
期
初
頭
の
１
９
５
６
年
に
香
川
県

が
再
び
掲
げ
た
田
園
都
市
構
想
も
、
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
の
理
念
と
は
似
て
非
な
る
も
の
と
な
り
、

「
都
市
と
農
村
の
良
さ
を
か
ね
そ
な
え
た
全
県
一

日
生
活
圏
」
が
目
標
と
さ
れ
た
。
県
土
全
体
を

日
常
生
活
圏
と
捉
え
る
こ
の
構
想
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
想
で
あ
っ

た
。
香
川
県
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
マ
イ
カ
ー
利
用
に

よ
る
人
々
の
移
動
の
自
由
度
を
高
め
る
こ
と
に

寄
与
し
た
。
２
０
０
４
年
の
全
県
線
引
き
廃
止

は
、
半
世
紀
に
及
ぶ
田
園
都
市
構
想
を
完
遂
す

る
最
後
の
決
め
手
と
な
っ
た
。
都
市
拡
大
の
防

波
堤
で
あ
っ
た
市
街
化
調
整
区
域
の
廃
止
に
よ

り
、
都
市
と
田
園
の
境
界
は
消
滅
し
、
移
動
の

自
由
度
だ
け
で
は
な
く
開
発
の
自
由
度
ま
で
も

が
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
々
の
居
住
立
地
に
も
多
大
な
影
響
が
も
た

ら
さ
れ
た
。
図
１
は
２
０
０
４
年
の
線
引
き
廃

止
を
挟
む
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で

の
10
年
間
で
の
高
松
市
に
お
け
る
地
域
別
の
人

口
密
度
の
変
化
を
示
し
て
い
る
。
図
中
に
お
い

て
人
口
密
度
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
地
域
は

旧
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
遠
い
公
共
交
通
不
便
地
域
が
多
く

含
ま
れ
る
。

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
は
、
一
戸
建
住
宅
の

所
有
を
夢
見
る
市
民
や
大
規
模
小
売
店
舗
の
立

地
等
に
は
大
き
な
恩
恵
を
与
え
た
が
、
社
会
的

に
見
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
卓
越
し
て
い
る
。

都
心
部
に
お
い
て
は
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

妨
げ
、
郊
外
部
に
お
い
て
は
農
地
か
ら
宅
地
へ

の
転
用
に
よ
り
豊
か
な
田
園
環
境
が
失
わ
れ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
注
目
す
べ

き
は
安
全
・
安
心
へ
の
脅
威
で
あ
る
。
香
川
県

は
線
引
き
廃
止
の
数
年
後
か
ら
連
続
し
て
、
人

口
10
万
人
当
た
り
の
交
通
事
故
死
者
数
に
お
い

て
全
国
ワ
ー
ス
ト
を
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

公
共
交
通
未
整
備
地
域
で
の
居
住
立
地
の
増

加
、
余
儀
な
く
高
ま
る
マ
イ
カ
ー
利
用
、
自
動

車
交
通
量
の
増
加
、
交
通
死
亡
事
故
の
増
加
が

連
鎖
的
に
も
た
ら
さ
れ
た
。

３
．
苦
境
か
ら
生
ま
れ
た
「
多
核
連
携
型

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
構
想
」

高
松
市
が
進
め
る
「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク

ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
構
想
」
は
、
線
引
き
廃
止
後
の

開
発
の
急
拡
大
に
起
因
し
た
土
地
利
用
の
混
乱

20～30
年後 将来の都市の姿

現状の都市の姿 開発と移動の不自由を前提とした立地

10～20
年後

人口急増
超高齢化
巨大震災

自由 不自由

コンパクト＋
ネットワーク

市街地の変化

5～10
年後

転換装置
（ハード・ソフト）

人口減少下での適切な市場原理の活用
と規制による誘導

無防備・脆弱な
都市構造

持続可能な
都市構造

低密度な
拡散市街地

多核連携型の
集約市街地

図2　開発と移動の自由を前提とした都市構造から
　　　不自由を前提とする都市構造へ
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を
是
正
す
る
た
め
に
立
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
図
２
（
前
頁
）

に
示
す
よ
う
に
「
開
発
と
移
動
の
自
由
」
か
ら

「
不
自
由
」
へ
の
転
換
が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
こ

で
い
う
不
自
由
と
は
私
益
よ
り
も
公
益
性
を
重

視
す
る
考
え
方
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
厳
格
な

規
制
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
。
い
っ
た
ん
緩
和

し
た
開
発
規
制
を
強
化
す
る
と
い
う
安
直
な
対

応
は
、
市
民
か
ら
理
解
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
香
川
県
庁
と
高
松
市
役
所

の
有
志
ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
時
代
認

識
と
先
見
性
の
不
足
お
よ
び
そ
れ
を
招
い
た
縦

割
り
行
政
へ
の
深
い
反
省
に
立
ち
、
産
官
学
民

連
携
の
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
広
域
行
政
時
代

に
お
け
る
拠
点
地
域
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査

研
究
」
を
立
ち
上
げ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や
価
値

観
を
先
取
り
し
つ
つ
市
民
の
理
解
、
納
得
お
よ

び
共
感
が
得
ら
れ
る
都
市
構
造
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の

作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
都
市
圏
内
に
広
域
交

流
拠
点
・
地
域
交
流
拠
点
・
生
活
交
流
拠
点
と

い
う
三
層
の
集
約
拠
点
（
半
径
１
～
２
㎞
の
広

さ
）
を
設
け
、
そ
れ
ら
を
コ
リ
ド
ー
で
結
び
、

連
携
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
多
核
連
携
は
、
都

市
域
、
農
村
域
、
多
自
然
域
に
ま
た
が
る
空
間

の
一
体
的
・
一
元
的
な
管
理
を
可
能
と
し
、
地

域
力
の
結
集
を
促
す
た
め
の
「
か
た
ち
」
で
あ

り
、
香
川
県
・
高
松
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
打

ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が

持
つ
最
も
重
要
な
意
味
は
、
既
存
の
事
前
確
定

的
お
よ
び
量
的
な
空
間
（
土
地
利
用
と
容
積
）

の
規
制
か
ら
、
形
態
と
機
能
を
重
視
し
市
場
原

理
を
活
用
し
た
質
的
誘
導
へ
の
転
換
で
あ
る
。

従
来
の
都
市
計
画
法
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
画

一
的
な
空
間
規
制
だ
け
で
は
、
持
続
的
か
つ
魅

力
的
な
都
市
圏
の
形
成
は
不
可
能
と
言
え
る
。

こ
れ
を
可
能
と
す
る
も
の
は
、
多
様
な
利
害
関

係
者
が
集
約
型
の
都
市
構
造
の
必
要
性
お
よ
び

公
益
性
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
理
解
し
得
る

た
め
の
、
可
視
化
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
形
態
、

配
置
お
よ
び
機
能
等
を
重
視
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

と
そ
の
実
現
手
段
の
公
表
、
お
よ
び
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
実
現
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

仕
組
み
で
あ
る
。

４
． 

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　

の
再
構
築
へ

高
松
市
に
お
い
て
は
、「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ

ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
」
の
推
進
の
柱
と
し
て
、

２
０
１
０
年
に
総
合
都
市
交
通
計
画
を
策
定

し
、
既
存
の
交
通
基
盤
を
有
効
に
活
用
し
、
人

と
環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増
進
に
も
資
す

る
、
快
適
で
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
体
系
の

構
築
に
着
手
し
た
。

全
方
位
か
つ
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
移
動
を

可
能
と
す
る
マ
イ
カ
ー
の
利
便
性
に
は
、
単
一

の
公
共
交
通
手
段
で
は
対
抗
し
得
な
い
。
持
続

可
能
な
公
共
交
通
体
系
に
求
め
ら
れ
る
最
大
の

要
件
は
、
多
様
な
移
動
手
段
が
連
鎖
し
補
完
し

合
う
交
通
体
系
で
あ
る
。
図
３
は
高
松
市
の
総

合
都
市
交
通
計
画
の
基
と
な
っ
た
連
鎖
交
通
体

系
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
図

中
で
は
、
徒
歩
を
中
心
と
し
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
よ
う
に
公
共
交
通
、
自
転
車
、
自
動
車
が
相

互
に
つ
な
が
る
移
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
て

い
る
。
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
徒
歩
で
あ

る
。
近
年
、
公
共
交
通
指
向
型
の
開
発
（
Ｔ
Ｏ

Ｄ
）
や
鉄
道
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
先

の
目
標
は
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

（
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
）
で
あ
る
。
速
達
性
の

高
い
交
通
手
段
を
中
心
と
し
て
幹
線
・
端
末
の

順
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
配
置
す
る
の
で
は
な
く
、

最
も
身
近
な
徒
歩
を
中
心
に
据
え
、
そ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
共
交
通
や
自
転
車
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
再
配
置
す
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
６
：

３
：
１
の
分
担
比
を
よ
り
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
へ

と
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
柔
軟
な

発
想
が
求
め
ら
れ
る
。

利
便
性
で
は
マ
イ
カ
ー
に
劣
る
も
の
の
、
公

共
交
通
、
特
に
鉄
道
は
利
用
者
や
市
民
を
引
き

付
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信
で
き
る
感
性

装
置
（
セ
ン
ス
ウ
ェ
ア
）
で
も
あ
る
。
レ
ト
ロ

車
両
や
駅
舎
で
も
知
ら
れ
る
高
松
琴
平
電
気
鉄

道
（
こ
と
で
ん
）
は
、
開
業
１
０
０
年
を
節
目

に
、
次
の
１
０
０
年
の
テ
ー
マ
「
乗
っ
て
楽
し

い
」
を
掲
げ
た
。
安
全
性
、
定
時
性
の
向
上
に

加
え
、「
地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
、
乗
っ
て
楽
し

い
鉄
道
を
目
指
す
」
こ
と
、
そ
れ
が
こ
と
で
ん

の
使
命
と
真
鍋
康
正
社
長
は
語
っ
て
い
る
。
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
表
現
に
思
え
る
が
、
移
動
の

楽
し
さ
は
む
し
ろ
時
代
を
先
取
り
し
た
価
値
観

と
言
え
る
。

図
４
に
お
い
て
は
、
超
高
齢
社
会
に
お
い
て

重
要
性
が
高
ま
る
移
動
ニ
ー
ズ
を
「
新
た
な

ニ
ー
ズ
」
と
位
置
付
け
、「
従
来
の
ニ
ー
ズ
」
と

対
比
し
つ
つ
両
者
の
補
完
の
必
要
性
を
示
し
て

い
る
。
こ
こ
で
言
う
従
来
の
ニ
ー
ズ
と
は
通

勤
・
通
学
に
代
表
さ
れ
る
派
生
的
な
移
動
ニ
ー

ズ
で
あ
り
、
機
能
性
や
速
達
性
を
重
視
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
た
な
ニ
ー
ズ

と
は
、
移
動
そ
れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
い
う

意
味
で
本
源
的
な
も
の
で
あ
り
、
遊
戯
性
を
有

し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
た
遅
い

移
動
へ
の
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。
観
光
や
余
暇
交
通

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
、
健
康
増

進
に
資
す
る
移
動
も
後
者
に
含
ま
れ
る
。 

船

自
動
車

自
転
車 LRT

バ
ス

徒歩

LR
T

バス

自
転
車

徒歩

鉄道

徒歩

バ
ス

鉄道

自
転
車

図3　多核連携型のコンパクトシティと
　　　連鎖交通体系のコンセプト

図4　多様な移動ニーズとそれらをつなぐ
　　　交通体系の必要性

速い移動 従来の
ニーズ

新たな
ニーズ

QOLの維持向上
災害時のレジリエンス

日常と非日常を繋ぐ

拠点内と
拠点間を繋ぐ

対流による
地域活性化
広域観光・産業

本
源
的

派
生
的

遊戯性

機能性

遅い移動

移動
（交通）
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市
民
一
人
ひ
と
り
の
Ｑ

※

Ｏ
Ｌ
の
維
持
向
上
お

よ
び
都
市
・
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
従

来
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
交
通
手
段
と
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
交
通
手
段
と
が
、
適
材
適

所
に
貢
献
し
、
相
互
補
完
す
る
都
市
交
通
体
系

の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。

多
様
な
交
通
手
段
を
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
な

く
、
多
様
な
主
体
が
協
働
し
、
一
体
と
な
っ
た

交
通
シ
ス
テ
ム
を
ま
ち
に
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と

こ
そ
が
、
都
市
・
交
通
の
統
合
戦
略
の
要
で
あ

る
。
図
５
は
、
交
通
体
系
の
発
展
段
階
を
マ
ル

チ
モ
ー
ダ
ル
、
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
、
ト
ラ
ン

ス
モ
ー
ダ
ル
の
３
つ
の
段
階
で
表
現
し
、
供
給

者
の
視
点
に
立
つ
第
一
、
第
二
段
階
と
、
市

民
・
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
交
通
シ
ス
テ
ム
と

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ

ム
と
を
融
合
さ
せ
る
第
三
段
階
と
を
区
別
し
て

い
る
。
第
二
段
階
か
ら
第
三
段
階
へ
の
移
行
に

お
い
て
特
に
重
要
と
な
る
の
が
、
ま
ち
の
核
と

な
る
都
市
・
交
通
結
節
点
の
整
備
で
あ
る
。
既

往
の
鉄
道
駅
や
バ
ス
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
交
通
結
節
機
能
は
向
上
し
て
き
て
い
る

が
、
交
通
と
都
市
と
の
（
移
動
と
活
動
と
の
）

結
節
機
能
は
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
。
駅
や

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
目
的
地
化
す
る
ア

イ
デ
ア
が
期
待
さ
れ
る
。
高
松
市
に
お
い
て
は
、

現
在
、
こ
と
で
ん
琴
平
線
に
お
い
て
、
周
辺
人

口
集
積
の
多
い
三
条
駅

－

太
田
駅
間
お
よ
び
太

田
駅

－

仏
生
山
駅
に
新
駅
の
設
置
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
新
駅
が
鉄
道
・
バ
ス
の
移

動
ニ
ー
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
駅
で
触
れ
合
う
交

流
ニ
ー
ズ
や
駅
を
舞
台
と
し
た
活
動
ニ
ー
ズ
を

引
き
付
け
る
都
市
・
交
通
結
節
点
と
し
て
整
備

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ま
ち
に
溶
け
込
む
ト
ラ
ン
ス
モ
ー
ダ
ル
な
状

態
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
交
通
事
業
者
、
行

政
、
専
門
家
ら
が
市
民
と
手
を
携
え
て
、
各
々

の
既
存
の
役
割
を
超
え
た
協
働
が
必
要
と
な

る
。
高
松
市
で
は
２
０
１
３
年
に
公
共
交
通
利

用
促
進
条
例
を
定
め
、
公
共
交
通
を
め
ぐ
る
関

係
主
体
の
役
割
を
示
し
た
。
そ
の
中
で
、
市
は

自
ら
の
役
割
を
「
公
共
交
通
の
維
持
・
改
善
が

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
利
用
促
進
に

係
る
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築

に
お
い
て
主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
、
こ
の
条
例
は
市
民
に
対
し
て
も

「
過
度
な
自
家
用
車
利
用
を
控
え
、
公
共
交
通

を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
を
後
押
し
す
る
た
め
に
公
共
交

通
の
社
会
的
有
用
性
（
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
）
の

評
価
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
導
入
し
て
い
る
。

使
い
に
く
い
公
共
交
通
を
、
無
理
に
市
民
に

押
し
付
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
多
様
な
利

用
者
が
単
に
「
使
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、「
使
い
や
す
い
」「
使
っ
て
み
た
い
」

と
感
じ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
。
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
は
も
と
も
と
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
用
い
ら
れ
て
き
た
概

念
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
多
様
な
利
用
者
を
抱
え

る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に
当
て
は
め
、
満
足
度

の
改
善
に
活
か
し
た
い
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

社
会
的
有
用
性
の
評
価
は
、
総
合
都
市
交
通
計

画
に
基
づ
き
２
０
１
５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

「
高
松
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
重

要
な
要
素
の
一
つ
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

各
種
施
策
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
情
報
媒
体
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
利
用
者
に
継
続

的
に
移
動
の
状
況
や
利
用
す
る
公
共
交
通
等
の

使
い
や
す
さ
・
分
か
り
や
す
さ
・
魅
力
、
改
善

点
等
に
つ
い
て
評
価
し
て
も
ら
う
仕
組
み
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。

公
共
交
通
利
用
促
進
条
例
の
理
念
に
基
づ

き
、
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
た
「
利
用
者
の

視
点
で
使
い
や
す
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」

「
公
共
交
通
へ
の
理
解
と
関
心
の
深
化
」
に
つ
な

げ
る
た
め
に
は
、
従
来
型
の
供
給
者
目
線
の
事

業
毎
の
短
期
的
な
評
価
（
利
用
者
数
・
サ
ー
ビ

ス
効
率
性
等
）
だ
け
で
は
な
く
、
利
用
者
の
視

点
で
、
公
共
交
通
の
社
会
的
有
用
性
を
評
価

し
、
的
確
に
課
題
を
把
握
し
て
改
善
を
図
っ
て

い
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

５
．
お
わ
り
に

持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再

構
築
の
た
め
に
は
、
交
通
、
都
市
お
よ
び
社
会

に
ま
た
が
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る
。
近

年
強
調
さ
れ
る
「
超
高
齢
化
」「
人
口
減
少
」

お
よ
び
「
低
炭
素
化
」
は
あ
く
ま
で
社
会
の
境

界
条
件
あ
る
い
は
制
約
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら

へ
の
対
応
を
自
己
目
的
化
す
る
の
で
は
な
く
、

現
世
代
と
将
来
世
代
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上

と
い
う
本
来
目
的
の
達
成
に
向
け
た
統
合
戦
略

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

高
松
市
に
お
い
て
は
、
公
共
交
通
の
衰
退
に

は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
だ
け
で
は
な

く
、
広
域
都
市
計
画
の
混
乱
と
い
う
都
市
側
の

要
素
が
大
き
く
作
用
し
た
。
開
発
と
移
動
の
自

由
度
を
過
度
に
高
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
都

市
を
低
密
度
に
拡
散
さ
せ
、
マ
イ
カ
ー
依
存
度

を
高
め
、
公
共
交
通
の
維
持
存
続
を
困
難
な
状

況
へ
と
追
い
や
っ
た
。
規
制
緩
和
後
に
生
み
出

さ
れ
た
市
街
地
は
、
と
り
わ
け
交
通
事
故
や
自

然
災
害
へ
の
脆
弱
性
な
ど
の
安
全
・
安
心
面
か

ら
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
保
障
で
き
る
環
境
に
は
な
い
。

こ
う
し
た
苦
境
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た

「
多
核
連
携
型
コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
構

想
」
と
そ
れ
を
支
え
る
総
合
都
市
交
通
計
画
の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
特
徴
は
、
交
流
の
拠
点
づ
く
り

（com
pact

）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

（connected

）
に
、
産
官
学
民
の
共
感
づ
く
り

（com
passionate

）
を
加
え
た
３
Ｃ
に
あ
る
。

こ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

が
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
／
再
編
実
施

計
画
や
立
地
適
正
化
計
画
な
ど
の
ス
キ
ー
ム
の

下
で
着
実
に
進
み
、
幻
想
で
は
な
い
「
真
の
田

園
都
市
・
高
松
」
が
誕
生
す
る
こ
と
を
切
に
願

う
。

※ QOL ／クオリティ・オブ・ライフ（英：Quality of life）

図5　まちに溶け込む交通体系への進化

供給者の視点

利用者・市民の視点まちの核となる
都市・交通結節点

交通システムとまち・ひと・しごとの
さまざまなシステムが融合するレベル

トランスモーダル まちに溶け込む

各交通手段が繋がり、面的な交通
ネットワークとして利用できるレベル

インターモーダル 繋がる

移動目的や活動目的に応じた
多様な交通手段を選択できるレベル

マルチモーダル 選べる
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ー
ザ
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ビ
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